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本
稿
で
は
明
治
一
三
︵
一
八
八
〇
︶
年
に
東
京
府
に
て
再
興
さ
れ
た
千
川
上
水
を

対
象
に
明
治
前
期
に
お
け
る
水
道
敷
設
の
特
徴
に
つ
い
て
、
当
時
計
画
さ
れ
て
い
た

東
京
府
で
の
水
道
改
良
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
検
討
を
行
な
っ
た
。
従
来
の
研
究
で

は
千
川
上
水
再
興
を
願
い
出
た
と
さ
れ
る
岩
崎
弥
太
郎
の
役
割
が
強
調
さ
れ
が
ち
で

あ
っ
た
が
、
岩
崎
に
よ
る
願
出
が
行
わ
れ
る
以
前
か
ら
前
田
家
を
含
め
た
沿
線
住
民

に
よ
る
水
道
再
興
の
動
き
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
設
置
の
目
的
も
水
質
不

良
や
飲
料
水
確
保
困
難
な
ど
、
当
時
千
川
上
水
の
流
域
に
限
ら
ず
本
所
や
深
川
な
ど

東
京
府
内
の
各
所
で
生
じ
て
い
た
問
題
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
う
ち
水
道
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
し
て
は
東
京
府
に
お
い
て
も
改
良
水
道
設
置
に

よ
る
解
決
を
計
画
し
て
い
た
が
、
千
川
上
水
の
流
域
は
改
良
水
道
の
給
水
の
対
象
に

は
入
っ
て
お
ら
ず
、
東
京
府
は
千
川
上
水
設
置
の
認
可
に
対
し
て
も
慎
重
な
姿
勢
を

示
し
て
い
た
。
そ
こ
で
従
来
で
は
民
間
資
本
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
水
道
が
存
在
す

る
点
が
明
治
前
期
に
お
け
る
水
道
敷
設
の
特
徴
と
さ
れ
て
き
た
が
、
一
方
で
認
可
を

行
う
府
県
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

︻
キ
ー
ワ
ー
ド
︼
千
川
上
水
、
下
谷
・
本
郷
、
東
京
府
、
改
良
水
道
、
玉
川
上
水

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
東
京
府
の
千
川
上
水
を
事
例
に
明
治
一
〇
年
代
に
お
け
る
水
道
敷
設
の

特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

水
道
敷
設
に
関
す
る
研
究
は
市
制
町
村
制
︵
一
八
八
八
年
制
定
︶、
国
庫
補
助
金

制
度
︵
一
八
八
八
年
制
定
︶、
水
道
条
例
︵
一
八
九
〇
年
制
定
︶
を
は
じ
め
と
し
た
、

水
道
に
関
す
る
制
度
が
整
備
さ
れ
て
以
降
に
設
置
さ
れ
た
水
道
が
主
な
対
象
と
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
制
定
以
前
で
あ
る
明
治
一
〇
年
代
以
前
の
水
道
に
関

し
て
は
、
水
道
改
良
は
東
京
な
ど
で
計
画
さ
れ
た
も
の
の
着
工
ま
で
に
は
至
ら
ず
、

水
道
そ
の
も
の
は
近
世
期
か
ら
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
継
続
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た⎝
₁
⎠

。
そ
の
中
で
、
高
寄
昇
三⎝
₂
⎠は
水
道
設
置
に
あ
た
っ
て
巨
額
な
建

設
費
が
課
題
と
な
る
中
、
水
道
条
例
を
は
じ
め
と
し
た
効
率
的
に
予
算
を
確
保
で
き

る
制
度
が
で
き
る
ま
で
の
現
実
的
な
対
策
と
し
て
、
近
世
期
か
ら
の
水
道
の
維
持
運

営
に
加
え
て
、
横
浜
や
郡
山
な
ど
で
旧
式
の
水
道
が
新
規
に
建
設
さ
れ
た
事
例
を
挙
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げ
て
い
る
。
こ
の
新
設
さ
れ
た
水
道
は
現
地
の
商
人
や
地
元
有
志
な
ど
の
民
間
か
ら

の
資
本
調
達
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
民
間
に
よ
る
経
営
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
う
側
面
が
明
治
初
期
に
新
設
さ
れ
た
水
道
の
特
徴
と
し
て
強
調
さ
れ

た
。
し
か
し
、
民
間
資
本
で
設
立
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
府
県
か
ら
の
認
可
の
も

と
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
府
県
が
い
か
な
る
考
え
で
認
可
を
行
な
っ

た
の
か
と
い
う
側
面
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
当
時
の
民
営
に
よ
る
水
道
の
意
義

を
見
極
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
水
道
条
例
な
ど
の
制
度
制
定
以
降
の

水
道
と
の
関
連
を
述
べ
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
明
治
一
三
︵
一
八
八
〇
︶
年
に
岩
崎
弥
太
郎
ら
に
よ
っ
て
東
京

府
本
郷
区
や
下
谷
区
︵
現
在
の
東
京
都
文
京
区
、
台
東
区
︶
に
て
再
興
さ
れ
た
千
川

上
水
を
事
例
に
検
討
を
行
い
た
い
。
千
川
上
水
の
研
究
に
関
し
て
、
上
水
が
流
れ
て

い
た
地
域
で
の
自
治
体
史⎝
₃
⎠の
他
、
東
京
学
芸
大
学
近
世
史
研
究
会⎝
₄
⎠に
よ
っ
て
近
世
期

の
千
川
水
道
に
関
し
て
主
に
﹁
千
川
家
文
書
﹂
を
使
用
し
、
水
道
の
開
鑿
お
よ
び
管

理
に
携
わ
っ
た
千
川
家
お
よ
び
用
水
沿
線
村
々
に
よ
る
水
利
利
用
に
関
す
る
研
究
が

挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
明
治
期
に
お
け
る
千
川
上
水
の
研
究
に
関
し
て
は
﹃
下
谷
区

史⎝
₅
⎠﹄
な
ど
の
自
治
体
史
の
他
、﹃
三
菱
社
誌⎝
₆
⎠﹄、﹃
岩
崎
彌
太
郎
伝⎝
₇
⎠﹄
や
﹃
岩
崎
彌
之

助
伝⎝
₈
⎠﹄
な
ど
三
菱
が
編
纂
し
た
社
史
お
よ
び
伝
記
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず

れ
も
千
川
上
水
が
再
興
し
た
と
い
う
事
実
が
述
べ
ら
れ
る
程
度
で
、
具
体
的
な
再
興

の
経
緯
や
都
市
部
で
の
給
水
の
実
態
に
関
し
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
千
川

上
水
の
再
興
に
あ
た
っ
て
は
い
ず
れ
の
研
究
に
お
い
て
も
岩
崎
弥
太
郎
が
果
た
し
た

役
割
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
玉
川
上
水
を
は
じ
め
と
し
た
東
京

府
内
の
水
道
事
務
を
管
掌
し
て
い
た
の
は
東
京
府
で
あ
り
、
さ
ら
に
当
時
水
道
の
開

鑿
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
東
京
府
庁
か
ら
の
認
可
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
筆
者

は
千
川
上
水
の
再
興
に
お
い
て
岩
崎
弥
太
郎
が
果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
な

い
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
東
京
府
の
存
在
も
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
も
考

え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
章
で
千
川
上
水
に
関
す
る
概
要
を
都
市
部
で

の
給
水
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
。
そ
し
て
第
二
章
に
て
千
川
上
水
再
興
を
め
ぐ
る
東

京
府
の
動
き
に
つ
い
て
、
第
一
節
で
再
興
出
願
の
動
き
を
見
た
上
で
、
第
二
節
で
は

再
興
の
背
景
と
東
京
府
内
の
水
道
問
題
、
水
道
改
良
計
画
を
視
野
と
合
わ
せ
て
考
察

す
る
。
そ
し
て
第
三
節
で
出
願
後
に
お
け
る
東
京
府
の
対
応
を
見
る
こ
と
で
、
千
川

上
水
お
よ
び
千
川
上
水
再
興
を
東
京
府
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

第
一
章
　
千
川
上
水
の
概
要

　

は
じ
め
に
千
川
上
水
の
概
要
に
つ
い
て
、
主
に
江
戸
府
内
お
よ
び
東
京
府
区
部
へ

の
給
水
を
中
心
に
し
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
千
川
上
水
開
鑿
の
き
っ
か
け
は
、
明
暦

三
︵
一
六
五
七
︶
年
の
明
暦
の
大
火
を
き
っ
か
け
に
江
戸
の
市
街
地
の
範
囲
が
拡
張

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
拡
張
し
た
地
域
に
対
し
て
給
水
の
必
要
性
が
起
こ
っ
た
こ
と

に
始
ま
る⎝
₉
⎠

。
そ
こ
で
引
か
れ
た
上
水
が
青
山
上
水
、
亀
有
上
水
、
三
田
上
水
そ
し
て

千
川
上
水
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
千
川
上
水
は
江
戸
府
内
の
小
石
川
御
殿
、
湯
島
聖

堂
︵
い
ず
れ
も
現
在
の
文
京
区
︶、
東
叡
山
、
浅
草
御
殿
︵
い
ず
れ
も
現
在
の
台
東

区
︶
の
四
个
所
へ
の
給
水
を
目
的
と
し
て
、
元
禄
九
︵
一
六
九
六
︶
年
、
武
蔵
国
新

座
郡
上
保
谷
新
田
︵
現
在
の
東
京
都
西
東
京
市
︶
で
玉
川
上
水
か
ら
分
水
す
る
形
で

開
か
れ
た⎠
₁₀
⎝

。
こ
の
当
時
の
千
川
上
水
の
流
路
は
上
保
谷
新
田
か
ら
分
水
し
巣
鴨
か
ら

江
戸
府
内
に
入
る
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
府
内
で
の
流
路
は
︻
図
1
︼
に
示
し
た

が
、
巣
鴨
か
ら
本
郷
四
丁
目
ま
で
の
大
通
り
を
通
り
、
本
郷
四
丁
目
か
ら
二
つ
に
分
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岐
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
本
郷
四
丁
目
か
ら
浅
草
寺
へ
向
か
い
、
残
り
の

一
つ
は
本
郷
四
丁
目
か
ら
湯
島
聖
堂
を
通
り
浅
草
門
橋
へ
向
か
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
に
あ
げ
た
四
个
所
へ
の
給
水
の
他
に
も
神
田
、
下
谷
・
浅
草

の
武
家
地
お
よ
び
町
人
地
、
寺
院
に
対
し
て
も
給
水
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
水
路

の
開
鑿
に
あ
た
っ
て
は
播
磨
屋
徳
兵
衛
、
和
泉
屋
太
兵
衛
、
加
藤
屋
善
九
郎
、
中
嶋

屋
与
市
郎
の
四
人
が
普
請
を
請
け
負
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
千
川
の
苗
字
を
名
乗
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
う
ち
播
磨
屋
徳
兵
衛
と
和
泉
屋
太
兵
衛
の
家
系
が
そ
の
後
も
上
水

普
請
を
請
負
う
よ
う
に
な
り
、
代
々
千
川
上
水
水
元
役
や
千
川
水
路
取
締
役
に
就
任

す
る
こ
と
と
な
っ
た⎠
₁₁
⎝

。
開
鑿
後
の
千
川
上
水
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
明
治
一
三
︵
一

八
八
〇
︶
年
に
千
川
家
が
東
京
府
へ
提
出
し
た
千
川
上
水
履
歴⎠
₁₂
⎝

に
よ
る
と
、
そ
の
後

宝
永
四
︵
一
七
〇
七
︶
年
に
は
、
上
保
谷
新
田
か
ら
江
戸
府
内
に
入
る
ま
で
の
水
道

沿
線
の
村
々
の
嘆
願
に
よ
り
、
江
戸
府
内
へ
の
給
水
に
加
え
て
田
畑
へ
の
灌
漑
用
水

と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
正
徳
四
︵
一
七
一
六
︶
年

の
白
山
御
殿
の
廃
止
に
よ
り
給
水
が
不
要
と
な
り
、
享
保
七
︵
一
七
二
二
︶
年
に
は

三
田
、
青
山
、
亀
有
の
三
上
水
と
と
も
に
千
川
上
水
は
上
水
と
し
て
の
機
能
を
停
止

す
る
こ
と
と
な
り
、
江
戸
府
内
の
水
道
は
玉
川
上
水
と
神
田
上
水
の
み
と
な
っ
た
。

そ
れ
以
降
は
村
々
の
灌
漑
用
水
と
し
て
の
み
の
利
用
と
な
っ
た
。
の
ち
に
天
明
元

︵
一
七
八
一
︶
年
に
再
び
上
水
と
し
て
の
機
能
が
一
時
的
に
復
活
し
た
が
、
天
明
六

︵
一
七
八
六
︶
年
に
再
び
廃
止
さ
れ
、
明
治
一
三
︵
一
八
八
〇
︶
年
に
再
興
さ
れ
る

ま
で
灌
漑
用
水
と
し
て
の
み
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

明
治
期
に
お
け
る
千
川
上
水
に
つ
い
て
は
、
三
菱
合
資
会
社
総
務
課
が
社
史
編
纂

事
業
の
一
つ
と
し
て
大
正
一
一
︵
一
九
二
二
︶
年
四
月
に
稿
本
と
し
て
ま
と
め
た⎠
₁₃
⎝

、

﹁
初
代
社
長
時
代　

中⎠
₁₄
⎝

﹂
を
も
と
に
見
て
い
き
た
い
。
明
治
一
三
︵
一
八
八
〇
︶
年

三
月
二
六
日
に
岩
崎
弥
太
郎
、
二
橋
元
長
、
熊
谷
武
五
郎
、
寺
西
成
器
の
四
人
が
東

京
府
に
対
し
て
千
川
水
道
会
社
の
開
設
を
願
い
出
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
同
年
八

月
二
五
日
に
東
京
府
は
会
社
創
設
を
認
可
さ
れ
、
こ
こ
に
千
川
水
道
会
社
が
創
設
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
郷
区
や
下
谷
区
に
千
川
上
水
が
再
び
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
流
路
に
関
し
て
は
︻
図
2
︼
に
示
し
た
が
、
北
豊
島
郡
巣
鴨
村
か
ら
中
山
道

に
沿
っ
て
東
京
府
区
部
に
入
り
、
小
石
川
区
巣
鴨
籠
町
か
ら
白
山
坂
上
を
経
由
し
、

駒
込
東
片
町
、
森
川
町
を
通
り
、
本
郷
四
丁
目
十
字
路
に
て
水
路
が
二
つ
に
分
岐
す

る
。
分
岐
し
た
水
路
の
う
ち
片
方
は
湯
島
切
通
町
、
湯
島
天
神
町
、
妻
恋
町
を
通

り
、
残
り
の
片
方
は
本
郷
一
丁
目
を
経
て
湯
島
二
丁
目
に
あ
る
女
子
師
範
学
校
︵
現

在
の
お
茶
の
水
女
子
大
学
︶
を
通
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
加
え
て
白
山
坂
上

か
ら
肴
町
、
千
駄
木
林
町
、
谷
中
三
崎
町
を
経
て
、
上
野
公
園
へ
通
じ
る
支
線
が
存

在
し
て
い
た
。︻
図
1
︼
と
比
較
す
る
と
、
明
治
期
に
再
興
さ
れ
た
千
川
上
水
の
特

徴
と
し
て
は
浅
草
方
面
お
よ
び
神
田
方
面
へ
の
給
水
が
行
わ
れ
ず
、
近
世
期
の
千
川

上
水
と
比
べ
て
給
水
地
域
が
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
上
野
公
園
へ
の
水

路
が
新
た
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
再

び
上
水
と
し
て
の
機
能
が
復
活
し
た
千
川
上
水
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
一
︵
一
八
九

八
︶
年
以
降
東
京
市
に
よ
る
水
道
が
敷
設
さ
れ
、
千
川
上
水
の
流
域
で
あ
る
本
郷
区

や
下
谷
区
に
も
市
水
道
が
給
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
千
川
上
水
に
も
変
化
が
お
と

ず
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
今
ヤ
本
水
道
ノ
如
キ
沈
澄
濾
過
ヲ
経
サ
ル
モ

ノ
ハ
雑
用
ノ
外
之
ノ
使
用
ス
ル
者
無
ク
加
フ
ル
ニ
樋
線
ハ
木
造
ナ
リ
シ
故
歳
ト
共
ニ

漏
水
箇
所
次
第
ニ
多
ク
﹂
な
っ
た
と
し
、
市
の
水
道
と
比
べ
性
能
が
大
き
く
劣
り
、

故
障
も
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
﹁
今
ヤ
事
情
ノ
沿
道
各
地
配
水
利
便
ヲ
計
ル
ノ
要
ナ

キ
ニ
至
リ
﹂、
つ
い
に
明
治
四
一
︵
一
九
〇
八
︶
年
六
月
二
五
日
に
千
川
水
道
会
社
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は
解
散
し
た
。
こ
の
時
明
治
二
七
︵
一
八
九
四
︶
年
に
新
設
し
た
岩
崎
家
の
別
邸
で

あ
っ
た
駒
込
の
六
義
園
へ
の
支
線
を
除
き
、
千
川
上
水
は
東
京
府
区
部
へ
の
給
水
を

停
止
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
　
明
治
一
〇
年
代
に
お
け
る
千
川
上
水
再
興
と
東
京
府

　

本
章
で
は
改
め
て
明
治
一
〇
年
代
に
お
け
る
千
川
上
水
再
興
の
背
景
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
。

1
　
千
川
上
水
再
興
の
動
き

　

千
川
上
水
の
本
郷
や
下
谷
方
面
へ
の
給
水
の
動
き
が
最
初
に
う
か
が
え
る
の
は

﹃
郵
便
報
知
新
聞
﹄
の
明
治
一
二
年
九
月
四
日
号
お
よ
び
同
年
九
月
三
〇
日
号
の
記

【図 1】享保年間における千川上水の水路
大石学監修、東京学芸大学近世史研究会編集『千川上水・用水と江戸・武蔵野』（名著出版、

二〇〇六年）一一九頁を一部改変

【図 2】明治期における千川上水の水路
「千川上水　各自引用樋線切絵図 11葉」（三菱史料館所蔵、

MA-01209）、「第一軍管区地方 2万分の 1迅速測図原図」（フ
ランス式彩色図）をもとに作成
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事
で
あ
る
。
そ
こ
で
各
記
事
の
一
部
を
左
に
掲
げ
る
。

︻
史
料
1
︼

　

 

︙
今
度
或
る
華
族
が
有
志
者
と
謀
り
て
千
川
用
水
の
再
興
を
出
願
し
︵
中
略
︶
用

水
会
社
を
結
び
不
日
着
手
さ
る
ゝ
趣
該
入
費
ハ
概
略
四
万
円
の
見
積
に
て
三
个
年

間
は
金
主
も
利
益
を
得
ざ
れ
ど
四
个
年
目
よ
り
追
々
利
得
を
得
る
の
見
込
な
り

︵
以
下
略⎠
₁₅
⎝

︶

︻
史
料
2
︼

　

 

○
千
川
水
道
開
鑿
の
挙
は
い
よ
〳
〵
着
手
す
る
相
談
相
整
ひ
発
起
人
本
郷
一
丁
目

の
小
木
曽
富
蔵
下
谷
池
の
端
の
守
田
治
兵
衛
小
石
川
巣
鴨
町
の
平
山
省
斎
神
田
松

住
町
の
増
田
寿
平
の
四
氏
等
が
尽
力
し
其
資
本
は
華
族
前
田
氏
と
三
菱
会
社
に
て

出
金
す
る
事
に
な
り
し
趣
を
聞
た
る
が
頃
日
右
概
算
調
並
に
消
却
方
法
の
書
類
を

添
へ
左
の
通
り
府
庁
へ
出
願
し
た
り
︵
以
下
略⎠
₁₆
⎝

︶

　

こ
の
二
つ
の
記
事
か
ら
前
田
家
と
﹁
三
菱
会
社
﹂
が
資
金
を
提
供
し
た⎠
₁₇
⎝

上
で
、

﹁
或
る
華
族
﹂、
す
な
わ
ち
前
田
家
が
小
木
曽
富
蔵
、
守
田
治
兵
衛
、
平
山
省
斎
、
増

田
寿
平
ら
の
﹁
有
志
者
﹂
が
働
き
か
け
る
形
で
東
京
府
に
対
し
て
出
願
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
明
治
期
に
お
け
る
千
川
上
水
再
興
の
動
き

を
、
明
治
一
三
︵
一
八
八
〇
︶
年
三
月
二
六
日
の
岩
崎
弥
太
郎
ら
四
人
に
よ
る
出
願

よ
り
始
め
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
よ
り
も
半
年
近
く
早
く
に
東
京
府
に
対
す
る

出
願
の
動
き
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
岩
崎
が
当
初
よ
り
上
水
再
興
に
関
わ
っ
て
い

た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
元
々
は
資
本
を
提
供
す
る
立
場
で
あ
り
、
呼
び
か
け
を

行
っ
た
の
は
前
田
家
お
よ
び
沿
線
の
有
志
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

2
　
千
川
上
水
再
興
の
背
景
と
東
京
府
の
水
道
改
良
構
想

　

先
掲
の
九
月
三
〇
日
の
記
事
に
は
小
木
曽
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

﹁
千
川
水
道
御
開
設
之
義
願
﹂︵
以
降
、﹁
開
設
願
﹂︶
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一

部
を
左
に
掲
げ
る
。

︻
史
料
3
︼

　

 

︙
抑
衛
生
ハ
専
ラ
食
水
ノ
良
否
淵
源
致
候
旨
之
処
私
共
区
内
之
義
ハ
従
来
ノ
性
質

宜
シ
カ
ラ
ス
加
之
下
谷
ノ
如
キ
ハ
日
用
之
食
水
猶
給
ラ
ス
買
求
メ
以
テ
□
炊
之
用

ニ
供
候
向
不
少
又
本
郷
ニ
ハ
買
水
之
向
ハ
寡
少
ニ
候
得
共
毎
井
極
メ
テ
深
ク
日
常

其
汲
取
ニ
勤
ミ
殊
ニ
頻
年
悪
疫
之
流
行
モ
有
之
事
ニ
候
得
者
食
水
之
改
良
ヲ
謀
ル

ハ
区
内
方
今
ノ
一
急
務
ト
奉
存
私
共
申
合
会
社
創
立
右
千
川
水
道
開
設
之
義
請
願

仕
度
所
存
ニ
テ
︵
以
下
略⎠
₁₈
⎝

︶

　

す
な
わ
ち
、
天
明
六
︵
一
七
六
六
︶
年
に
千
川
上
水
が
再
廃
止
さ
れ
て
以
来
、
下

谷
区
、
本
郷
区
で
は
上
水
道
に
よ
る
給
水
を
受
け
て
お
ら
ず
、
買
い
水
お
よ
び
掘
り

抜
き
井
戸
に
よ
っ
て
飲
料
水
を
確
保
し
て
い
た
が
、
も
と
も
と
水
質
が
悪
く
、
さ
ら

に
伝
染
病
流
行
に
よ
る
後
押
し
も
あ
っ
て
水
道
改
良
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
東
京
府
区
部
の
中
で
も
神
田
上
水
お
よ
び
玉
川
上
水
が
行
き
渡
っ
て
い

な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
飲
料
水
を
水
売
り
か
ら
購
入
す
る
買
水
や
、
地
下
水
を
湧

き
出
さ
せ
た
掘
り
抜
き
井
戸
に
よ
っ
て
飲
料
水
を
確
保
し
て
い
た
。
か
つ
て
千
川
上

水
の
流
域
で
あ
っ
た
下
谷
・
浅
草
で
は
享
保
七
︵
一
七
二
二
︶
年
の
上
水
廃
止
以

後
、
約
四
〇
年
余
り
の
間
に
町
々
の
間
で
掘
り
抜
き
井
戸
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の
後

天
明
年
間
に
一
時
的
に
上
水
再
興
の
動
き
が
あ
っ
た
際
に
掘
り
抜
き
井
戸
の
お
か
げ
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で
水
に
不
自
由
し
て
い
な
い
こ
と
を
再
興
反
対
の
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
た
ほ
ど

に
掘
り
抜
き
井
戸
が
役
立
っ
て
い
た
時
期
も
存
在
し
た⎠
₁₉
⎝

。
他
に
も
深
川
に
お
い
て
は

埋
立
地
ゆ
え
に
井
戸
水
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
両
上
水
の
余
剰
水
を

飲
み
水
と
し
て
購
入
し
て
い
た⎠
₂₀
⎝

。
こ
の
よ
う
に
上
水
道
が
給
水
さ
れ
て
い
な
い
中
で

も
給
水
と
は
別
の
手
段
で
飲
料
水
を
確
保
し
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
期
に
入
る

と
、﹃
読
売
新
聞
﹄
に
お
い
て
深
川
や
本
所
に
水
道
敷
設
の
噂
が
届
い
て
喜
ん
で
い

る
と
す
る
投
書⎠
₂₁
⎝

や
、
そ
の
噂
に
対
し
て
い
ま
だ
に
工
事
着
手
の
様
子
が
な
く
、
水
道

敷
設
に
よ
っ
て
﹁
清
い
水
﹂
を
切
望
す
る
投
書⎠
₂₂
⎝

な
ど
の
よ
う
に
前
掲
の
﹁
開
設
之
義

願
﹂
の
他
に
も
、
水
道
の
新
設
を
求
め
る
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
動
き
を
後
押
し
し
た
も
の
と
し
て
、
明
治
一
〇
︵
一
八
七

七
︶
年
か
ら
断
続
的
に
発
生
し
て
い
た
コ
レ
ラ
流
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
東
京
警
視
本

署
で
は
、
コ
レ
ラ
な
ど
の
伝
染
病
対
策
と
し
て
飲
料
水
、
糞
尿
の
汲
み
取
り
、
便

所
、
下
水
、
汚
物
の
清
掃
が
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
飲
料
水
の

取
り
締
ま
り
に
関
し
て
は
、﹁
飲
料
水
注
意
法
﹂︵
明
治
十
一
年
五
月
警
視
本
署
達
乙

第
十
八
号
︶
が
各
区
戸
長
へ
達
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
井
戸
の
整
備
不
良

や
下
水
、
便
所
の
近
接
に
よ
っ
て
伝
染
病
の
原
因
と
さ
れ
る
汚
物
が
飲
料
水
に
浸
透

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
井
戸
の
新
調
や
修
繕
、
井
戸
か
ら
下
水
や
便
所
を
遠
ざ
け
る

な
ど
の
対
策
を
求
め
て
い
た⎠
₂₃
⎝

。
そ
の
後
も
達
は
何
度
か
行
わ
れ
て
お
り
、
警
察
に
よ

る
巡
視
や
違
反
者
へ
の
注
意
な
ど
取
り
締
ま
り
を
厳
に
し
て
い
た
。
ま
た
井
戸
の
他

に
も
明
治
十
年
九
月
十
九
日
丙
第
五
号
に
て
飲
料
水
営
業
者
に
対
し
て
も
取
り
締
ま

り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
汲
み
取
る
水
を
神
田
・
玉
川
両
上
水
お
よ
び
利
根
川
に
限
定

し
て
そ
の
他
の
場
所
か
ら
の
取
水
を
禁
止
し
た
り
、
運
搬
船
お
よ
び
水
の
入
っ
た
桶

に
蓋
を
す
る
こ
と
で
水
に
不
純
物
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ

た⎠
₂₄
⎝

。
ま
た
東
京
府
に
お
い
て
も
対
策
が
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
東
京
府
病
院
深
川

出
張
所
か
ら
深
川
に
お
い
て
は
暴
風
雨
に
よ
っ
て
汚
水
が
井
戸
水
に
浸
入
し
、
コ
レ

ラ
罹
患
者
が
増
加
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
の
訴
え⎠
₂₅
⎝

を
受
け
て
、
明
治
一
〇
︵
一

八
七
七
︶
年
一
〇
月
一
六
日
に
東
京
府
は
第
六
大
区
戸
長
に
対
し
て
、
井
戸
水
の
使

用
を
禁
止
し
、
神
田
・
玉
川
両
上
水
お
よ
び
利
根
川
の
水
を
飲
料
水
と
す
る
旨
の
達⎠
₂₆
⎝

を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
買
水
や
掘
り
抜
き
井
戸
に
頼
っ
て
い
た
地

域
に
お
い
て
も
伝
染
病
流
行
を
通
じ
て
飲
料
水
の
確
保
の
仕
方
を
変
え
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
明
治
一
二
︵
一
八
七
九
︶
年
に
東
京
大
学
理
学
部
に
て

﹁
東
京
府
下
井
水
分
析
説⎠
₂₇
⎝

﹂
が
発
表
さ
れ
、
水
中
に
含
ま
れ
た
有
機
物
の
分
析
か
ら

井
戸
水
の
水
質
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
羽
田
村
、
深
川
門
前

町
七
十
一
番
地
、
深
川
中
大
工
町
墓
地
内
、
本
所
荒
井
町
七
番
地
、
向
島
寺
島
村
百

十
番
地
、
牛
込
岩
戸
町
六
番
地
、
谷
中
天
王
寺
墓
地
内
、
天
王
寺
鳥
居
、
本
郷
一
丁

目
二
番
地
、
赤
坂
丹
後
坂
一
番
地
、
湯
島
三
組
町
七
番
地
の
各
井
戸
が
対
象
と
さ

れ
、
深
川
や
本
所
と
と
も
に
か
つ
て
の
千
川
上
水
流
域
で
あ
っ
た
本
郷
や
湯
島
の
井

戸
の
水
質
も
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
東
京
府
で
は
水
道
改
良
計
画
の
中
に
も
こ
れ
ま
で
給
水
を
受
け
て
い
な
い

地
域
へ
の
対
策
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
七
︵
一
八
七
四
︶
年
五
月

に
内
務
省
土
木
寮
雇
の
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
で
あ
る
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
作
成
の
﹃
東

京
改
良
意
見
書
﹄、
お
よ
び
翌
八
年
二
月
の
改
良
水
道
の
設
計
書
を
踏
ま
え
て
、
東

京
府
で
は
明
治
九
︵
一
八
七
六
︶
年
一
二
月
水
道
改
正
委
員
を
組
織
し
、
東
京
府
内

の
水
道
を
調
査
し
、
明
治
一
〇
︵
一
八
七
七
︶
年
九
月
に
は
そ
の
調
査
を
も
と
に

﹃
東
京
水
道
改
設
之
概
略
﹄︵
以
降
、﹃
改
設
之
概
略
﹄︶
を
作
成
し
て
い
た
。
そ
の
う

ち
﹁
第
三
章　

東
京
水
道
改
設
之
趣
意
﹂
に
て
左
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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︻
史
料
4
︼

　

 
現
今
ニ
至
テ
ハ
本
所
深
川
芝
金
杉
等
ノ
如
キ
人
口
稠
密
ノ
地
ニ
シ
テ
未
タ
上
水
ノ

澤
ヲ
承
ケ
ス
日
々
飲
水
ヲ
他
ニ
購
求
ス
ル
者
ト
不
潔
ノ
井
水
ヲ
用
フ
ル
ヲ
免
カ
レ

サ
ル
者
多
シ
如
今
府
下
ノ
必
須
ト
ス
ル
所
ノ
者
ハ
水
ヲ
得
ル
ノ
清
潔
饒
多
ナ
ル
ト

水
ヲ
シ
テ
高
ニ
上
ラ
シ
ム
圧
力
是
ナ
リ
水
ノ
清
潔
饒
多
ナ
ル
ハ
衛
生
ノ
洪
益
ニ
シ

テ
其
高
ニ
上
ル
ハ
火
災
消
防
ノ
大
利
ナ
ル
カ
故
ナ
リ⎠
₂₈
⎝

　

つ
ま
り
本
所
・
深
川
・
芝
金
杉
な
ど
の
人
口
が
稠
密
し
て
い
る
地
に
お
い
て
も
、

上
水
に
よ
る
恩
恵
が
受
け
ら
れ
ず
、
買
水
ま
た
は
不
潔
な
掘
り
抜
き
井
戸
に
よ
っ
て

飲
料
水
を
確
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
者
が
多
い
と
い
う
現
状
を
指
摘
し
た
上

で
、
火
災
予
防
の
観
点
か
ら
水
を
高
く
噴
き
上
げ
ら
れ
る
圧
力
に
加
え
て
、
衛
生
的

な
観
点
か
ら
清
潔
で
豊
富
な
水
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
東
京
府
の
水
道
に
お
け
る
課
題

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
欧
米
諸
国
の
水
道
を

参
考
・
比
較
し
て
、
旧
水
道
の
欠
点
・
新
水
道
の
利
点
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
旧
水
道
の
欠
点
の
一
つ
に
﹁
未
タ
水
道
ノ
備
ハ
ラ
サ
ル
地
ハ
家
々
飲
水
ヲ
購
求

ス
ル
ヲ
以
テ
常
ト
ス
其
購
求
セ
サ
ル
者
ト
雖
猶
不
潔
ナ
ル
井
水
ヲ
用
フ
ル
ヲ
免
カ
レ

サ
ル
者
多
シ⎠
₂₉
⎝

﹂
と
し
て
水
道
が
備
わ
っ
て
お
ら
ず
、
買
水
お
よ
び
不
潔
な
井
戸
水
を

使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
挙
げ
、
続
け
て
新
水
道
の
利
点
の
一
つ
と
し
て
﹁
従
来

木
樋
通
セ
ス
シ
テ
飲
水
ヲ
購
求
シ
及
ヒ
不
潔
ナ
ル
井
水
ヲ
用
ヒ
シ
地
ヘ
モ
新
ニ
水
栓

ヲ
設
ク
ル
ヲ
以
テ
清
浄
ナ
ル
水
ヲ
容
易
ニ
得
ヘ
シ⎠
₃₀
⎝

﹂
そ
の
よ
う
な
地
域
に
対
し
て
給

水
栓
を
設
け
る
こ
と
で
簡
単
に
清
潔
な
水
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
利
点
の
一
つ
に
挙
げ

て
お
り
、
改
め
て
水
道
改
良
と
と
も
に
給
水
が
行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
に
対
し
て

の
給
水
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
千
川
上
水
再
興
に
は
深
川
や
本
所

を
は
じ
め
と
し
た
東
京
府
の
市
街
地
に
お
い
て
共
通
し
て
い
た
問
題
が
背
景
に
あ

り
、
東
京
府
に
お
い
て
も
そ
の
対
策
が
模
索
さ
れ
て
い
た
最
中
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
本
郷
や
下
谷
は
次
の
点
に
お
い
て
深
川
や
本
所
と
比
べ
て
待
遇
に
差
が

生
じ
て
い
た
。
例
を
示
す
と
す
れ
ば
、﹁
改
設
之
概
略
﹂
で
想
定
さ
れ
た
改
良
水
道

の
給
水
地
域
が
挙
げ
ら
れ
る
。
改
良
水
道
の
給
水
地
域
は
﹁
第
七
章　

新
水
道
設
置

ノ
位
置
﹂
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
改
良
水
道
は
従
来
の
玉
川
上
水
と

同
様
に
四
谷
大
木
戸
よ
り
市
街
地
へ
の
給
水
が
始
ま
り
、
そ
の
後
麹
町
十
三
丁
目
、

平
川
町
三
丁
目
、
麹
町
三
丁
目
の
溜
池
を
経
て
左
の
①
～
③
の
水
路
に
分
岐
す
る
と

さ
れ
て
い
る⎠
₃₁
⎝

。

①
麹
町
通
り
を
経
て
神
保
町
や
猿
楽
町
な
ど
の
皇
居
の
北
へ
向
か
う
水
路
、
四
ツ
谷

門
を
経
て
伝
馬
町
、
赤
坂
離
宮
な
ど
の
皇
居
の
西
側
へ
向
か
う
水
路

②
皇
居
を
通
り
、
柳
橋
を
経
て
、
隅
田
川
に
沿
っ
て
区
部
北
東
部
で
あ
る
浅
草
方
面

に
向
か
う
水
路

③
外
桜
田
町
︵
陸
軍
操
練
所
︶、
内
山
下
町
を
経
て
、
愛
宕
下
、
芝
田
町
、
浜
離
宮

な
ど
の
区
部
南
端
へ
向
か
う
水
路
、
ま
た
は
内
山
下
町
か
ら
京
橋
を
経
て
隅
田
川
を

渡
り
区
部
東
部
で
あ
る
本
所
・
深
川
へ
向
か
う
水
路
、
京
橋
か
ら
の
日
本
橋
を
経
て

②
の
水
路
へ
合
流
す
る
水
路

　

こ
れ
ら
は
、
従
来
の
玉
川
上
水
の
水
路
に
、
第
二
大
区
八
十
一
小
区
、
第
三
大
区

三
、
四
小
区
、
第
五
大
区
一
、
二
、
五
小
区
、
第
六
大
区
一
～
五
小
区
、
す
な
わ
ち

神
保
町
・
猿
楽
町
、
浅
草
、
本
所
・
深
川
、
芝
の
各
方
面
の
水
路
が
追
加
さ
れ
る
形

と
な
っ
て
お
り⎠
₃₂
⎝

、
こ
れ
に
よ
っ
て
買
水
や
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
地
域
で
の
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
郷
区
や
下
谷
区
に
限
ら
ず
、
東
京
府
区
部
の
各
所
に
お
い
て
上
水
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道
が
供
給
さ
れ
て
い
な
い
点
が
問
題
視
さ
れ
、
東
京
府
に
お
い
て
も
改
良
水
道
を
設

置
す
る
こ
と
で
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
給
水
地
域
に

は
本
所
や
深
川
が
含
ま
れ
て
い
た
一
方
で
、
本
郷
や
下
谷
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
同

じ
東
京
府
区
部
に
含
ま
れ
る
地
域
内
で
も
そ
の
対
応
に
は
差
が
生
じ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

3
　
再
興
出
願
後
に
お
け
る
東
京
府
の
対
応

　

前
節
の
冒
頭
で
述
べ
た
小
木
曽
や
守
田
ら
に
よ
る
水
道
再
興
の
出
願
に
対
し
て
、

東
京
府
は
明
治
一
二
年
一
〇
月
二
八
日
に
小
石
川
、
本
郷
、
下
谷
、
神
田
の
各
区
長

宛
に
左
の
よ
う
な
通
知
案
を
作
成
し
た
。

︻
史
料
5
︼

小
石
川
本
郷

下
谷
神
田

区
長
宛　
　
　

課
長

其
区
内
ヘ
玉
川
上
水
分
水
樋
新
設
之
儀
ニ
付
守
田
治
兵
衛
外
七
名
之
者
ヨ
リ
及
出

願
候
処
右
樋
線
ニ
関
渉
ス
ル
飲
用
水
請
求
之
吹
井
及
並
井
共
合
テ
幾
箇
所
斗
リ
之

目ニ
相
成
候
哉
的
ニ
有
之
候
乎
凢
員
数
取御
取
調
相
成
度
就
而
者

調
可
差
出
候
右
員
数
ニ
依
リ
詮
議
之
次候

第筈

モニ

有付

之
候

ニ
付
至
急
取
調御
取
計
可
有
之
旨

可
申
出
旨
長
官
之
命
ニ
因
リ
此
段
及
御
通
知
候
也⎠
₃₃
⎝

　

こ
の
通
知
案
に
よ
る
と
、
守
田
治
兵
衛
の
他
七
人⎠
₃₄
⎝

の
出
願
に
対
し
て
引
用
す
る
井

戸
の
個
数
に
よ
っ
て
﹁
詮
議
﹂
を
行
う
か
を
決
め
る
と
し
た
。
そ
こ
で
各
区
長
に
対

し
て
新
設
し
た
水
路
に
通
じ
る
井
戸
の
個
数
の
調
査
を
命
じ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ

の
時
点
で
は
東
京
府
は
水
道
開
設
の
可
否
を
決
定
し
て
お
ら
ず
、
東
京
府
と
し
て
は

水
道
新
設
に
対
し
て
慎
重
な
態
度
を
示
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
態
度
に
出
た
背
景
と
し
て
玉
川
上
水
は
あ
く
ま
で
東
京
府
の
市
街
地

の
飲
用
水
で
あ
る
と
東
京
府
で
は
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
玉
川
上

水
の
本
流
で
は
近
世
期
に
は
江
戸
市
中
に
供
給
す
る
飲
用
水
の
質
を
維
持
す
る
た

め
、
本
流
の
水
を
直
接
利
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
上
水
沿
線
の
各

村
で
は
本
流
か
ら
分
岐
し
た
分
水
を
介
し
て
水
を
得
て
い
た⎠
₃₅
⎝

。
明
治
期
に
入
る
と
、

明
治
三
︵
一
八
七
〇
︶
年
四
月
一
五
日
に
当
時
玉
川
上
水
の
事
務
を
管
掌
し
て
い
た

民
部
省
土
木
司
の
も
と
で
本
流
で
の
通
船
事
業
が
許
可
さ
れ⎠
₃₆
⎝

、
本
流
か
ら
直
接
水
を

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
四
︵
一
八
七
一
︶
年
一
一

月
に
玉
川
上
水
の
事
務
が
東
京
府
に
移
管
さ
れ
る
と
、
東
京
府
は
上
水
の
水
質
汚
濁

を
理
由
に
明
治
五
︵
一
八
七
二
︶
年
五
月
三
一
日
に
通
船
事
業
を
廃
止
し
た⎠
₃₇
⎝

。
こ
う

し
て
東
京
府
に
お
い
て
も
玉
川
上
水
は
市
街
地
の
飲
用
水
と
し
て
の
利
用
が
優
先
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

明
治
一
〇
年
以
降
に
お
い
て
も
市
街
地
で
の
飲
用
水
と
し
て
の
利
用
を
優
先
す
る
姿

勢
が
確
認
で
き
る
事
例
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
明
治
十
一
︵
一
八
七
八
︶
年
十
二

月
二
十
四
日
に
神
奈
川
県
令
を
通
じ
て
神
奈
川
県
の
材
木
筏
営
業
人
か
ら
筏
の
川
流

し
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
玉
川
上
水
上
流
部
の
羽
村
に
あ
る
大
堰
に
流
れ
る
水
量
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
出
願
が
行
わ
れ
て
い
た⎠
₃₈
⎝

。
そ
の
出
願
に
対
し
て
も
東
京
府
は

翌
年
の
二
月
三
日
に
﹁
目
今
之
処
御
協
議
ニ
難
応⎠
₃₉
⎝

﹂
と
の
回
答
を
示
し
た
が
、
そ
の

理
由
の
一
つ
に
﹁
本
所
深
川
芝
金
杉
橋
之
南
等
ヘ
追
々
新
線
路
取
設
候
見
込
モ
有
之

候
間
現
今
水
量
ニ
テ
モ
充
分
ト
申
訳
ニ
無
之
将
来
之
為
メ
増
量
之
義
先
年
来
種
々
取

調
候
儀
ニ
付
安
易
ニ
水
量
難
取
極⎠
₄₀
⎝

﹂
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
東
京
府
で
は
、
従
来

の
東
京
府
市
街
地
に
加
え
て
、
本
所
や
深
川
、
芝
金
杉
橋
よ
り
南
の
方
面
へ
の
﹁
新

線
路
﹂、
す
な
わ
ち
水
路
の
新
設
お
よ
び
そ
れ
に
向
け
た
水
量
の
増
加
を
視
野
に
入

れ
て
調
査
中
で
あ
り
、
安
易
に
水
量
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
東
京
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府
市
街
地
で
の
飲
用
水
以
外
の
目
的
で
玉
川
上
水
を
利
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
消

極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
前
節
で
述
べ
た
改
良
水
道
の
給
水
地
域
と
の

問
題
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
本
郷
や
下
谷
方
面
へ
の
給
水
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢

を
見
せ
た
の
も
東
京
府
で
は
千
川
上
水
再
興
を
東
京
の
市
街
地
の
飲
用
水
の
供
給
お

よ
び
改
良
水
道
設
置
の
さ
ま
た
げ
に
な
る
事
態
を
憂
慮
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
千
川
上
水
再
興
に
対
す
る
呼
称
か
ら
も
東
京
府
に
お
け
る

千
川
上
水
の
待
遇
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
前
節
の
﹁
改
設
願
﹂

︵︻
史
料
3
︼︶
に
て
出
願
者
側
が
千
川
上
水
再
興
を
﹁
千
川
水
道
開
設
﹂
と
称
し
て

い
た
の
に
対
し
て
、
本
節
の
冒
頭
で
掲
げ
た
東
京
府
か
ら
通
知
案
︵︻
史
料
5
︼︶
に

お
い
て
は
﹁
玉
川
上
水
分
水
樋
新
設
﹂
と
し
て
千
川
上
水
で
は
な
く
玉
川
上
水
の
分

水
と
称
し
て
い
た
。
そ
こ
で
当
時
、
東
京
府
で
は
千
川
上
水
を
玉
川
上
水
に
従
属
し

て
い
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
下
谷
や
本
郷
以
外
の
市
街
地
へ
の
給
水
や
改

良
水
道
の
設
置
よ
り
も
優
先
度
の
低
い
事
項
と
し
て
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
え
る
。お

わ
り
に

　

こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
総
括
を
行
い
た
い
。
従
来
の
研
究
で
は
岩
崎
弥
太
郎
の
果
た

し
た
役
割
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
千
川
上
水
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
前
田
家

と
前
田
家
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
沿
線
住
民
に
よ
っ
て
出
願
が
な
さ
れ
て
お
り
、
岩

崎
は
当
初
資
本
提
供
の
立
場
で
あ
っ
た
。
設
置
の
目
的
も
水
質
不
良
お
よ
び
上
水
道

が
届
か
な
い
こ
と
に
よ
る
飲
料
水
確
保
困
難
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
本
郷
や
下
谷
だ

け
で
な
く
、
本
所
や
深
川
な
ど
を
含
め
た
当
時
の
東
京
府
内
の
至
る
所
で
抱
え
て
い

た
問
題
に
基
づ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
東
京
府
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
に
対
し
て

水
道
改
良
委
員
を
設
置
し
た
上
で
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
、
改
良
水
道
の
設
置
に

よ
っ
て
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
改
良
水
道
の
給
水
地
域
に
は

本
所
や
深
川
が
含
ま
れ
て
い
た
一
方
で
、
か
つ
て
の
千
川
上
水
の
流
域
で
あ
っ
た
本

郷
、
下
谷
は
給
水
地
域
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
下
谷
や
本
郷
で
は
同
じ
問
題

を
抱
え
て
い
た
深
川
や
本
所
と
比
べ
て
、
改
良
水
道
計
画
に
対
す
る
待
遇
に
は
差
が

生
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
下
谷
や
本
郷
に
上
水
道
を
設
け
よ
う
と
し
た
際
に
も
東

京
府
は
井
戸
の
数
に
よ
っ
て
詮
議
を
行
う
と
し
て
、
水
道
設
置
に
は
慎
重
な
姿
勢
を

示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
の
東
京
府
は
玉
川
上
水
の
従
来
の
給
水
地
域

や
将
来
的
な
給
水
予
定
地
域
へ
の
給
水
を
優
先
し
て
お
り
、
千
川
上
水
は
こ
れ
ら
地

域
へ
の
給
水
と
は
外
れ
た
も
の
と
し
て
み
な
し
て
い
た
。
そ
こ
で
千
川
上
水
を
は
じ

め
と
し
た
民
間
資
本
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
水
道
が
存
在
す
る
の
が
明
治
一
〇
年
代

の
水
道
の
特
徴
で
は
あ
る
が
、
認
可
を
行
う
府
県
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
好
意
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か

と
い
え
る
。

　

最
後
に
前
章
に
お
け
る
東
京
府
か
ら
の
通
知
よ
り
も
後
の
動
き
に
つ
い
て
み
て
お

き
た
い
。
前
章
第
三
節
で
掲
げ
た
東
京
府
か
ら
の
通
知
に
対
し
て
井
戸
の
個
数
の
調

査
結
果
お
よ
び
﹁
詮
議
﹂
が
行
わ
れ
た
様
子
を
示
す
史
料
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
﹃
郵
便
報
知
新
聞
﹄
明
治
一
二
年
一
二
月
一
二
日
号

に
て
﹁
小
石
川
本
郷
下
谷
三
区
内
の
豪
家
か
発
起
に
て
三
区
内
へ
千
川
水
道
を
引
用

せ
ん
と
先
頃
其
方
法
書
を
其
筋
へ
差
出
し
た
る
が
今
度
い
よ
〳
〵
決
議
に
な
り
た
る

に⎠
₄₁
⎝

﹂
と
の
記
事
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
近
日
中
に
﹁
詮
議
﹂
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
た
可
能
性
が
伺
え
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
点
で
﹁
詮
議
﹂
を
行
う
の
に
十
分
な

水
道
利
用
希
望
者
が
確
保
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
三
个
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月
後
の
明
治
一
三
年
三
月
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
岩
崎
弥
太
郎
ら
四
人
に
よ
る

出
願
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
時
、
岩
崎
ら
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
﹁
千
川

水
道
開
設
之
儀
願⎠
₄₂
⎝

﹂
が
前
章
第
三
節
の
﹁
開
設
願
﹂
と
資
金
の
拠
出
先
を
除
い
て
ほ

ぼ
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
出
願
も
明
治
一
二
年
一
〇
月
以
降
の
開

設
の
動
き
に
連
な
る
も
の
と
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
明

治
一
二
年
の
段
階
で
は
前
田
家
や
三
菱
会
社
が
資
金
を
出
す
形
と
な
っ
て
い
た
が
、

明
治
一
三
年
三
月
の
段
階
で
は
前
田
家
が
除
外
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
お
り
、
具
体
的

に
は
﹁
一
、
株
券
五
万
円
之
内
発
起
人
ニ
於
テ
四
万
円
ヲ
指
出
シ
指
向
別
紙
第
一
図

之
通
リ
着
手
追
テ
残
一
万
円
ヲ
募
集
第
二
図
之
通
リ
開
設
仕
度
候⎠
₄₃
⎝

﹂
と
し
て
株
券
を

発
行
し
、
う
ち
四
万
円
分
の
株
券
を
岩
崎
ら
四
人
が
購
入
し
、
の
こ
り
一
万
円
分
を

募
集
す
る
形
で
資
金
を
調
達
す
る
形
に
変
更
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
明
治
一

三
年
三
月
に
お
け
る
出
願
は
会
社
設
立
の
目
処
お
よ
び
資
金
の
拠
出
先
が
決
定
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
千
川
上
水
再
興
は
東
京
府
内
に
お
い
て
は
す
で
に
決
定

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
明
治
一
二
年
の
段
階
に
お
い
て
玉
川
上
水
よ

り
も
下
位
に
位
置
付
け
て
い
た
千
川
上
水
を
東
京
府
が
改
良
水
道
に
先
ん
じ
て
建
設

を
行
う
こ
と
と
決
定
し
た
の
か
に
つ
い
て
を
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

際
に
は
岩
崎
弥
太
郎
や
前
田
家
を
は
じ
め
と
し
た
出
願
者
た
ち
が
い
か
に
し
て
再
興

実
現
に
向
け
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
今
後
三
菱
史
料
館
所
蔵
史

料
や
前
田
家
の
史
料
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

注︵
1
︶
明
治
初
期
か
ら
水
道
法
制
定
︵
一
九
五
七
年
︶
ま
で
を
対
象
に
日
本
の
近
代
水
道
の

整
備
過
程
を
描
い
た
、
松
本
洋
幸
﹃
近
代
水
道
の
政
治
史　

明
治
初
期
か
ら
戦
後
復
興

期
ま
で
﹄︵
吉
田
書
店
、
二
〇
二
〇
年
︶
に
お
い
て
も
一
八
八
五
︵
明
治
一
八
︶
年
に

着
工
さ
れ
た
横
浜
の
開
港
場
で
の
水
道
を
除
き
、
い
ず
れ
も
水
道
制
度
が
整
備
さ
れ
た

明
治
二
〇
年
代
以
降
に
設
置
さ
れ
た
水
道
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

︵
2
︶
高
寄
昇
三
﹃
近
代
日
本
公
営
水
道
成
立
史
﹄︵
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
︶。

︵
3
︶
豊
島
区
編
纂
委
員
会
編
﹃
豊
島
区
史　

通
史
編
二
﹄︵
豊
島
区
、
一
九
八
三
年
︶、
下

谷
区
役
所
編
﹃
下
谷
区
史
﹄︵
一
九
三
五
年
、
下
谷
区
役
所
︶、
小
石
川
区
役
所
編
﹃
小

石
川
区
史
﹄︵
小
石
川
区
役
所
、
一
九
三
五
年
︶。

︵
4
︶
大
石
学
監
修
、
東
京
学
芸
大
学
近
世
史
研
究
会
編
集
﹃
千
川
上
水
・
用
水
と
江
戸
・

武
蔵
野
﹄︵
名
著
出
版
、
二
〇
〇
六
年
︶。

︵
5
︶
前
掲
注
3
﹃
下
谷
区
史
﹄。

︵
6
︶
三
菱
社
誌
刊
行
会
編
﹃
三
菱
社
誌
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
︶。

︵
7
︶
岩
崎
彌
太
郎
岩
崎
彌
之
助
伝
記
編
纂
会
編
﹃
岩
崎
彌
太
郎
伝　

下
﹄︵
岩
崎
彌
太
郎
岩

崎
彌
之
助
伝
記
編
纂
会
、
一
九
六
七
年
︶
三
四
四
︱
三
四
五
頁
。

︵
8
︶
岩
崎
彌
太
郎
岩
崎
彌
之
助
伝
記
編
纂
会
﹃
岩
崎
彌
之
助
伝　

上
﹄︵
岩
崎
彌
太
郎
岩
崎

彌
之
助
伝
記
編
纂
会
、
一
九
七
一
年
︶
一
九
六
︱
一
九
七
頁
。

︵
9
︶
東
京
都
水
道
局
﹃
東
京
都
水
道
史
﹄︵
東
京
都
水
道
局
、
一
九
五
二
年
︶
三
九
︱
四
〇

頁
。

︵
10
︶
前
掲
注
4
、
六
頁
。

︵
11
︶
前
掲
注
4
、
八
頁
。

︵
12
︶
豊
島
区
郷
土
資
料
館
編
﹃
千
川
上
水
関
係
史
料
集
Ⅰ
﹄︵
豊
島
区
教
育
委
員
会
、
一
九

九
五
年
︶
七
六
︱
七
七
頁
。
以
降
の
近
世
期
の
千
川
上
水
の
概
要
は
同
史
料
に
拠
る
。

︵
13
︶
武
田
晴
人
﹃
三
菱
社
史　

初
代
社
長
時
代
︱
海
運
誌
︱
﹄︵﹃
三
菱
史
料
館
論
集
﹄
創

刊
号
、
二
〇
〇
〇
年
︶
二
六
五
頁
。

︵
14
︶
三
菱
合
資
会
社
﹁
初
代
社
長
時
代　

中
﹂︵
三
菱
史
料
館
所
蔵
、
Ｍ
Ａ
︱
０
６
０
４

４
︶。

︵
15
︶﹃
郵
便
報
知
新
聞
﹄
明
治
一
二
年
九
月
四
日
号
。

︵
16
︶﹃
郵
便
報
知
新
聞
﹄
明
治
一
二
年
九
月
三
〇
日
号
。

︵
17
︶﹁︵
千
川
水
道
開
設
関
連
証
書
︶
正
・
写
・
案
﹂︵
三
菱
史
料
館
所
蔵
、
Ｉ
Ｗ
Ｓ
︱
０
０

１
３
３
︶
に
よ
る
と
、
東
京
府
へ
出
願
し
た
数
日
後
の
明
治
一
二
年
一
〇
月
二
日
に
は

守
田
、
平
山
、
小
木
曽
、
増
田
に
加
え
て
、
岩
本
平
左
衛
門
、
石
川
市
郎
兵
衛
、
野
村

源
四
郎
の
合
わ
せ
て
七
人
の
名
で
第
四
十
四
国
立
銀
行
に
対
し
て
資
金
の
支
出
を
約
束



―　　―139

さ
せ
て
お
り
、
前
田
家
や
三
菱
会
社
の
他
に
も
資
金
の
支
出
先
を
求
め
て
い
た
。

︵
18
︶
前
掲
注
16
に
同
じ
。

︵
19
︶
前
掲
注
4
、
三
〇
八
頁
。

︵
20
︶
東
京
都
編
﹃
都
史
紀
要
三
十
一　

東
京
の
水
売
り
﹄︵
東
京
都
、
一
九
八
五
年
︶
九

頁
。

︵
21
︶﹃
読
売
新
聞
﹄
明
治
八
年
五
月
二
三
日
号
。

︵
22
︶﹃
読
売
新
聞
﹄
明
治
八
年
八
月
四
日
号
。

︵
23
︶
内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類
大
全 

衛
生
門
第
二
﹄︵
内
閣
記
録
局
、
一
八
八
九
年
︶

一
七
四
︱
一
七
五
頁
。

︵
24
︶
前
掲
注
20
、
四
六
頁
。

︵
25
︶
前
掲
注
20
、
四
八
頁
。

︵
26
︶
前
掲
注
20
、
四
九
頁
。

︵
27
︶
久
原
躬
弦
﹁
東
京
府
下
井
水
分
析
説
﹂︵
一
八
七
九
年
︶。

︵
28
︶
東
京
府
﹃
東
京
水
道
開
設
之
概
略
﹄︵
東
京
府
、
一
八
七
六
年
︶
二
四
頁
。

︵
29
︶
前
掲
注
28
、
二
六
頁
。

︵
30
︶
前
掲
注
28
、
二
八
︱
二
九
頁
。

︵
31
︶
前
掲
注
28
、
五
六
︱
五
九
頁
。

︵
32
︶
前
掲
注
28
、
五
九
頁
。

︵
33
︶﹁
理
事
彙
輯
・
区
役
所
・
病
院
・
瓦
斯
局
︿
土
木
課
﹀
明
治
12
年
従
7
月
至
12
月
﹂

︵
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
、
６
１
０
．
Ｂ
4
．
０
７
︶。

︵
34
︶
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
七
人
の
う
ち
六
人
は
前
掲
注
16
に
て
第
四
十
四

国
立
銀
行
に
対
し
て
資
金
支
出
の
約
束
に
参
加
し
た
平
山
、
小
木
曽
、
岩
本
、
石
川
、

増
田
、
野
村
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

︵
35
︶
天
野
宏
司
﹁
明
治
初
期
の
多
摩
地
域
に
お
け
る
水
利
用
︱
玉
川
上
水
を
中
心
に
︱
﹂

︵
羽
村
郷
土
博
物
館
編
﹃
羽
村
市
史
料
集
八　

玉
川
上
水
論
集　

Ⅱ
﹄︵
羽
村
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
三
年
︶
所
収
︶
一
一
一
頁
。

︵
36
︶
東
京
都
教
育
委
員
会
編
﹃
玉
川
上
水
文
化
財
調
査
報
告　

そ
の
歴
史
と
現
況
﹄︵
東
京

都
、
一
九
八
五
年
︶、
六
五
頁
。

︵
37
︶
前
掲
注
36
、
六
六
︱
六
七
頁
。

︵
38
︶﹁
往
復
禄
・
乙
︿
土
木
課
﹀
明
治
12
年
度
従
1
月
至
6
月
﹂︵
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
、

６
１
０
．
Ｄ
5
．
１
１
︶。

︵
39
︶
前
掲
注
38
に
同
じ
。

︵
40
︶
前
掲
注
38
に
同
じ
。

︵
41
︶﹃
郵
便
報
知
新
聞
﹄
明
治
一
二
年
一
二
月
一
二
日
号
。

︵
42
︶﹁
回
議
録
・
第
2
類
・
会
社
・
3
ノ
内
乙
︿
勧
業
課
﹀﹂︵
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
、
６

１
１
．
Ａ
8
．
０
５
︶。

︵
43
︶
前
掲
注
42
に
同
じ
。


